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	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、病原体認識と自然免疫の活性化において重要な役割を果たすToll様受容体（TLR）ファミリーのメンバーです。TLRはショウジョウバエからヒトに至るまで高度に保存されており、構造的および機能的な類似性を共有しています。TLRは感染性因子上に発現する病原体関連分子パターン（PAMP）を認識し、効果的な免疫の発達に必要なサイトカインの産生を媒介します。TLRはそれぞれ異なる発現パターンを示します。この遺伝子は、脾臓、リンパ節、骨髄、末梢血白血球など、免疫細胞が豊富な組織で優先的に発現します。マウスおよびヒトを用いた研究では、この受容体が細菌DNA中の非メチル化CpGジヌクレオチドに対する細胞応答を媒介し、自然免疫応答を誘導することが示されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	TLR9マウスmAb（緑）を用いたSK-OV-3細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	TLR9 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した A549 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	TLR9 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト卵巣癌組織の免疫組織化学分析。
	

	TLR9 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト子宮内膜癌組織の免疫組織化学分析。

